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市制80周年プロローグ

イベントスケジュール

 祝！ 2020年、市制80周年 
～先人達に感謝、未来に夢と希望を～

1940年12月1日に市制を施行し、来年80周年を迎える小松市。

この節目をお祝いする「ワンダフルな記念事業」を実施します。

「新たなスタート」を皆さんで一緒に盛り上げましょう！

ワンダフルこまつ

Wonder + Full

80

周
年 

市
民
協
賛
事
業
を
募
集
し
ま
す

80

周
年 

市
民
協
賛
事
業
を
募
集
し
ま
す

　
市
制
80
周
年
を
共
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
「
協
賛

事
業
」（
市
民
の
皆
さ
ん
や
団
体
・
企
業
な
ど
の
実
施
事

業
）
を
募
集
し
ま
す
。

  

協
賛
に
対
す
る
支
援

○
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
に
「
小
松
市
制
80
周
年
記
念
協
賛

事
業
」
の
名
義
や
「
記
念
事
業
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
使
用
で
き

ま
す
。

○
広
報
こ
ま
つ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
広
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
市
外
か
ら
の
宿
泊
（
一
定
規
模
以
上
）
が
あ
る
場
合
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
補
助
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

令和2年消防出初式（5日）

市川海老蔵  小松特別公演
　　　　　　　　　　（8日～9日）

青少年健全育成大会（15日）

SDGs未来都市シンポジウム（22日）

カブッキーの誕生日パレード（23日）

こまつルネサンス2020
　市民美術の祭典（7日～15日）

Nomi∞Komatsu未来をひらく
　Railwayフォーラム（20日）

  

対
象
の
事
業

　
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月
に
実
施
す
る
事
業

  

募
集
期
間

　
随
時
募
集
。
令
和
２
年
２
月
末
ま
で
に
応
募
し
た
も

の
は
、
３
月
発
行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
事
業
名
と
実
施

時
期
を
掲
載
し
ま
す
。

  

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

広
報
秘
書
課
　
☎
24
・
８
０
１
６

１月

2月

3月

4月19日　市制80周年記念事業
　　　　   オープニングセレモニー
　　　　   利常公大茶会

市川海老蔵さん主演の歌

舞伎十八番の内『勧進帳』

や、『羽衣』 が上演されます。

役者　市川右團次、中村児

太郎ほか

会場　こまつ芸術劇場う

らら

No.1175
DEC.2019

KOMATSU Monthly

広報
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支えあい
学びあい
～地域の絆で未来へ

つなげるまちづくり～

特 集

住民
みん
なが

まち
づく
りの

主役
！
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問い合わせ　はつらつ協働課　☎24・8397

支えあい　 学びあい

　
「
稚
松
が
一
番
」
を
合
言
葉
に
、
町
内
会
・

老
人
会
・
消
防
団
な
ど
19
の
団
体
か
ら
な

る
協
議
会
を
設
立
し
た
稚
松
校
下
。
防
災
、

健
康
、
歴
史
・
文
化
な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
て
チ
ー
ム
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携

し
て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
市
内
初
の
試
み
と
な
る
の
が
、

教
育
・
情
報
チ
ー
ム
が
担
当
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
共
有
ア
プ
リ
「
結
ネ

ッ
ト
」
の
導
入
で
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

町
内
会
の
集
ま
り
な
ど
の
連
絡
手
段
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
閲
覧
の
有
無
が
分
か
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
の
安
否
確
認
に
も
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
紙
の
回
覧
板
は
残
し
つ
つ
も
、
よ
り
早
く
、

ま
た
若
い
世
代
に
も
情
報
を
共
有
で
き
る

画
期
的
な
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

地域の将来像を考え、具体的な取り組みを行うため

の「地域ビジョン」の作成に向け、準備を進めています。

～地域の絆で未来へつなげるまちづくり～

～地域の絆で未来へつなげるまちづくり～

横
の
つ
な
が
り
を
深
め
て

５
つ
の
テ
ー
マ
で
地
域
課
題
を
解
決

稚松はつらつ協議会

リーダー　平井忠雄さん

私たちは自分たちの住む地域を自分たちの工夫と努力で良くして

いこうと「稚松はつらつ協議会」を市内でいち早く発足させました。

稚 松

　
こ
ま
つ
市
民
大
学
の
「
ま
ち
づ
く

り
実
践
塾
」
を
受
講
し
た
経
験
を
生

か
し
、
地
元
を
盛
り
上
げ
る
た
め

「
灯
り
ま
つ
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
「
ま
つ
り
を
機
に
い
ろ
ん
な
世
代

が
触
れ
合
い
、
地
域
の
輪
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
地

域
住
民
や
県
内
の
大
学
生
を
巻
き
込

み
、
麻
ひ
も
を
球
状
に
巻
き
つ
け
て

固
め
た
手
作
り
の
「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
」
を
１
０
０
個
以
上
制
作
し
、
材

木
町
の
古
き
良
き
町
並
み
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

稚松はつらつ協議会

サブリーダー

西木裕一さん

　自
然
が
多
い
ま
ち
、
商
業
施
設
が
多
い
ま
ち
、
高
齢

者
の
割
合
が
高
い
ま
ち
な
ど
、
同
じ
市
内
で
も
校
下
や

町
内
に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
は
様
々
で
す
。
ま
た
、
子
育

て
世
帯
や
単
身
世
帯
な
ど
、
住
ん
で
い
る
人
に
よ
っ
て

も
、
そ
の
ま
ち
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
の
感
じ
方
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
こ
う
し
た
多
様
化
す
る
ま
ち
の
課
題
や
要

望
を
行
政
の
力
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
解
決
す
る
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
対
策
に
つ
な
が
る
よ
う
、
平
成
30
年
に
「
小
松
市
は

つ
ら
つ
と
し
た
地
域
と
ひ
と
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
地
域
の
新
し
い
体
制
づ
く
り
と
学

び
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
「
支
え
あ
い
・
学
び
あ
い
」
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
誰
も
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
絆
で
未
来
へ
つ
な

げ
て
い
く
│
│
│

　よ
り
暮
ら
し
や
す
い
、
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
に
向
け

て
頑
張
る
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

地域協議会って？

稚松はつらつ協議会をはじ

めとした「地域協議会」は、

校下にある町内会、公民館、

消防団など各種団体が連携

して地域の課題や将来につ

いて考える場としての役割

を担います。

学びを生かして

まちに元気の火を灯す

特 集

CH
ECK

▲まつりの後はランプシェードを材木町内

に配布。灯りがついているかいないかでお

互いに気にかけ合える温かいまちづくり

を進めています。

▲

町家をやさしく灯す

ランプシェード

稚松校下で頑
張る人に

インタビュー

支えあい　 学びあい特 集

ゆ
い
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「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
重

要
課
題
と
掲
げ
る
矢
田
野
地
区
で
は
、
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
地
区
の
防
災
士
28

人
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
地
域
の
防
災
に
お

け
る
課
題
や
取
り
組
み
の
洗
い
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
防
災
士
同
士
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
で
、
各
町
の
先
進
的
な
取
り
組

み
や
知
恵
を
共
有
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
地

区
全
体
の
防
災
意
識
の
底
上
げ
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
住
民
全
体
に
防
災
の
活
動
を
知

っ
て
も
ら
い
、
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
課

題
を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

強
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

災害に備えて、何を優先して実行すべきかを話し合い、

白熱した議論が交わされました。

～地域の絆で未来へつなげるまちづくり～

み
ん
な
寄
れ
ば

文
殊
の
知
恵

矢田野地区いきいき協議会

事務局長　西村 博さん

　
高
齢
化
率
の
上
昇
や
独
り
暮
ら
し
世
帯

の
増
加
な
ど
、
月
津
校
下
で
は
高
齢
者
を
中

心
と
し
た
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
約
２
年
前
か
ら
乗
り
合
い

ワ
ゴ
ン
の
導
入
を
重
要
テ
ー
マ
と
掲
げ
、
今

年
つ
い
に
試
験
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
に
運
行
日
時

や
利
用
の
有
無
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
な
ど
、
よ
り
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た

運
用
を
考
え
、
現
在
週
３
回
の
予
約
制
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
の

ほ
か
、
利
用
者
が
よ
り
主
体
的
に
ル
ー

ト
を
決
め
る
な
ど
、
持
続
的
な
運
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
免
許
返
納

の
機
運
が
全
国
的
に
高
ま
る
中
、
地
域

で
支
え
合
う
モ
デ
ル
事
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

利用者からは「行きたいときに自分のペースで買い物に行けるように

なった」「近所の仲間とのドライブ中の会話も楽しい」「免許を返納した

ので助かった」など喜びの声が広がっています。

住
民
の
不
安
を
解
消

乗
り
合
い
ワ
ゴ
ン
で

　
　
　
　
　楽
し
く
お
出
掛
け

月津校下地域活性化協議会

事務局長　髙辻 聰さん

　生活交通の問題は、食料品店や病院が少ない山間

部を中心とした課題だと考えられがちですが、ある

程度都市化された地域にも存在し深刻であることを、

月津校下の事例は示しています。

　こうした外からは見えにくい課題では、住民一人

ひとりのニーズや意見を丁寧に確認していくことで、

地域としての問題点も明らかになってきます。その

ためにも住民同士のコミュニケーションの場を重ね、

それぞれが主体的に考え

たり行動したりしながら、

試行錯誤を繰り返すこと

が必要ではないかと考え

ています。

住民の主体性が

　　　　成功のカギ

ドライバーさ
んに

　　　インタ
ビュー

支えあい　 学びあい特 集

矢田野地区では安心・安全なまちに向けて、防災士を中心に情報を

共有し学び合うことで、地区全体の防災意識向上を図っています。

月津校下では、高齢者を中心とした買い物支援のため、

乗り合いワゴンの運行を始めました。

矢田野

月 津

公立小松大学

国際文化交流学部

准教授　中子富貴子さん

教え
て先
生！

　普段から母親や近所

の人をスーパーに連れて行くこ

とがあり、地元には移動手段に

困っている人が少なくないと感

じていました。トラック運転手

だった経験もあり、自分にも地

域の役に立てることが見つかり

うれしいです。

貞 治さん（月津町）

▲日野自動車㈱新事業企画部の松山耕輔さん（左）と㈱

ローランド・ベルガーの内田由美子さん

　
高
齢
者
や
外
国
人
労
働
者
の
増
加
な

ど
、
新
し
い
時
代
に
応
じ
た
公
共
交
通

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
今
、

市
で
は
、
日
野
自
動
車
株
式
会
社
及
び

株
式
会
社
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ
ル
ガ
ー
と

地
域
公
共
交
通
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
は
、
利
用
者
の
希
望
に
応

じ
て
柔
軟
に
運
行
す
る
「
デ
マ
ン
ド
交

通
」
な
ど
の
実
証
実
験
が
矢
田
野
地
区

と
小
松
鉄
工
団
地
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
矢
田
野
地
区
で
は
、
使
わ
れ
て
い
な

い
車
両
を
「
ら
く
バ
ス
や
た
の
」
と
し
て

活
用
し
、
買
い
物
や
通
院
の
乗
り
合
い

バ
ス
を
運
行
。
小
松
鉄
工
団
地
で
は
、

団
地
と
駅
や
商
業
施
設
を
結
ぶ
通
勤
・

買
い
物
向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
、
利
用
状
況
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
利
用
者
が
バ
ス
車
内

や
買
い
物
先
で
友
人
・
知
人
と
楽
し
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、

地
域
公
共
交
通
が
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
野
自
動
車
株
式
会
社
と
協
定
締
結

買
い
物
・
通
勤
向
け
バ
ス
運
行
の

実
証
実
験
ス
タ
ー
ト
！

▲らくバスやたの。11月からは、道の駅こまつ木場潟や

せせらぎの郷などに運行するお楽しみ企画もスタート。

PICK UP
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S

D
Gs
未来都市こま

つ

Sustainable
Development
Goals

～地域の絆で未来へつなげるまちづくり～

皆さんのアク
ションを

　　　　応援
します！

支えあい　 学びあい特 集

第 一

こころひとつに

まなびとみんなのちからで

つむぐ幸せのまち

未来を創るひとづくり  ＆  共創のまちづくり

　災害時、高齢になったとき、子育てで困ったときなど、そのときに助けになってくれるのは、家族

やすぐ近くにいる地域の人たちです。人生100年時代、人口減少、災害の増加など、助け合いが必要

な時代だからこそ、課題解決のため「地域の力」と「学びの力」が必要です。

　自分のため、家族のため、地域のため・・・皆さんの小さなアクションが地域を変える大きな力に

なります。住み慣れたまちで、誰もがこれからもずっと住み続けられるように、小松が誇る「市民

力」と「地域の絆」で、皆さんの幸せの輪を広げていきましょう。

公立小松大学

こまつ活性化

サークル

国際文化交流学部2年

岡田さくらさん（右）

田丸佳穂さん

大学のサークルで地域の皆さんと一緒にまち

を盛り上げる活動を行っています。今年はベ

ーカリー「サンエトワール」さんとコラボし、

共同開発したパンの販売に力を入れていま

す。これからもできることを探しながら地域

の一員として頑張ります。

カヌーと花の会　

代表　村田のり子さん

　市立高校では、地域課題に関する研究に1・

2年生が取り組んでいます。「商店街の活性化」

「木場潟の水質改善」「通学路の危険箇所」など

グループごとにテーマを決め、公立小松大学と

も連携しながら、研究を進めています。

　今後は、地域や関係団体の人から実際に話を

聞くことで現状を把握し、来年6月の発表に向

けて課題解決への方策を探ります。

今江町は、地域協議会を立ち上げたとこ

ろです。各団体と連携を強化することで

重複した事業の見直しを行うなど、10

年、20年先を見据えたまちづくりを知恵

を出し合って進めていきたいです。

今江しろやま協議会

 会長　嶋 茂さん

こまつ市民大学受講者　宮本禮三さん

92歳になりますが、こまつ市民大学

を5講座受講し、日々の新たな発見

の連続が生きる力となっています。

一人ひとりの学びがきっと、地域全

体の活力にもつながると思います。

東京オリンピック・パラリンピックの事前合宿で

小松市に訪れてくれる選手の国をテーマとした花

壇を白嶺町の通りに作りました。私たちなりのお

もてなしで、地域や選手の皆さんに喜んで

もらえればと思っています。 100クラブ
活用

100クラブ
活用

100クラブ
活用

100クラブ
活用

地域協議会
設立

地域協議会
設立

地域協議会
設立

地域協議会
設立

市立高校
特別授業
市立高校
特別授業

地域協議会
設立

地域協議会
設立

第一校下あんしん安全協議会

会長　北川辰夫さん

第一校下はまとまりがあり、様々な場面で団結

力を発揮しています。先輩たちが築いてくれた

地域の絆を守り、より横のつながりを強くする

ことで安心安全なまちを目指します。

WINSサポートアドバイザー

代表　郷原トモコさん

外国人の生活における困りごとを

吸い上げ、市や警察などに伝える

橋渡し役を担っています。外国人

にも住みよいまちに向けて、一丸

となって頑張ります。

東陵校下では、東部児童センターの応援

団「きずな」を結成しました。児童センタ

ーで花植えや草刈りを行うなど、利用者

にとって心地良い施設づくりを通して、

地域活性化と美しいまちづくりにみんな

で取り組んでいます。

東陵はつらつ協議会　事務局長　村中 洋さん

ややのいえ＆とんとんひろば

代表　榊原千秋さん

稚松はつらつ協議会の一員として、公民館で排泄ケアの教室

を開催しているほか、訪問看護ステーションの運営などを通し

て、誰もが気軽に交流できる居場所づくりを行っています。

今後も一人ひとりが輝ける社会に向け、挑戦し続けたいです。

「地域協議会」設立支援

「こまつ100クラブ」活動助成

　地域貢献活動をこれから始める団体に、活

動費用を助成します。

助成上限　5万円

　あなたの校下でも地域の絆でまちの課題

を解決しませんか。市も大学などと連携して

サポートします。

支援内容（例）

○地域ビジョンづくり　上限20万円

○地域交通（外出支援）　上限100万円　など

今 江

東 陵
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問い合わせ　ひととものづくり科学館　☎22・8610

みんなの夢を応援

未来はみんなの心の中と

夢の中に生まれている！

山崎直子宇宙飛行士
ひととものづくり科学館館長に就任

▲10月26日（土）市長から委嘱状が渡されました。

　小学生のときに、地球も私たちの身体も、もともとは宇宙の

かけらから造られていて、夜空の星と兄弟だと知ったときに、

遠いと思っていた宇宙が身近に感じられました。実際に行った

宇宙は、どこか故郷のようでなつかしい感じがしました。

　身の回りの科学に興味を持つと、世の中の見え方が広くなり

ますよ。自分の目や耳や手足を使って体験を重ね、興味を深め

ていってください。

世界初 宇宙へ行った着物

　宇宙ではNASAから

支給された服を着用し

ますが、1着だけ好きな

服を持っていけます。

　山崎さんが宇宙で着

た着物を、ホールに展

示しています。

宇宙で一番楽しかった

ことは何ですか？

無重力空間で身体が浮

いた瞬間が楽しかった

です。

宇宙食の中で一番おいし

かったものは何ですか？

カレーライス。宇宙では体内の水分が上

にいき顔がむくみ、鼻づまりのような感

じになります。味の感覚が鈍くなるので、

スパイシーなものが欲しくなります。

Ｑ.

A.

Ｑ.

A.

こどもたちへ

影響を受けた松本零士さんの漫画

館長　山崎直子より

　宇宙好きのきっかけにもなったアニメーション「宇宙

戦艦ヤマト」と「銀河鉄道999」

を小さい頃に夢中で見ていた

そうです。

◀松本零士コーナーに展示しています。

子供たちとのスペーストーク子供たちとのスペーストーク

東京大学工学部航空学科卒業

同大学航空宇宙工学専攻修士課程修了

2010年4月スペースシャトル「ディスカバ

リー号」で国際宇宙ステーション（ISS）

滞在クルーとして宇宙へ。

　科学への関心を高め、宇宙天文学への夢を応援するサイエンスヒルズこまつ ひととものづくり科学館。このたび、

宇宙飛行士の山崎直子さんが館長に就任しました。

　宇宙や科学への夢を広げてくれる新館長、山崎さんについて紹介します。

主な経歴

ふるさと

名誉館長　松本零士

　館長就任を機に開催されたス

ペーストークから、子供たち

の質問を紹介します。

　しゅわしゅわ入浴剤を作

ろう。

　企業や大学、高校、教員、職人、ボランティアなどによる、実験・ものづくりが体験できる19のブースが大集合。

※ブースによって、参加に整理券が必要です（当日10時30分からエントランスで配布します）。

3Dスタジオ特別番組

　宇宙に行った感動

や魅力、宇宙への素

朴な興味に答える特

別授業。最後にはみ

んなで火星ツアーへ

出発します。

とき　令和2年1月13

日（月・祝）まで　平日

15時30分～、土・日曜

日、祝日10時30分～

サイエンス・フェスタ2019サイエンス・フェスタ2019
とき　12月14日土11時～16時
ところ　わくわくホール

宇宙には

魅力がいっぱい

　館長が子供のとき好きだったのが、プラネタリウムやスターウオッチング。

　面白い宇宙の不思議に触れてみよう。

スターウオッチング

■冬至の太陽ウオッチング

　太陽を望遠鏡で観察しよう。フィル

ターなどを使うので目を傷めません。

とき　12月22日（日）14時～14時50分

（曇雨天中止）

ところ　屋外　　参加費　無料

■部分日食を見逃すな！

　なかなか見ることができない日

食をみんなで見てみよう。

とき　12月26日（木）14時～17時

（曇雨天中止）

ところ　屋外　　参加費　無料

■山崎直子宇宙飛行士のスペースアカデミー 

■オーロラ 生命の輝き

■サンタさんとトナカイの星さがし 

　実際に撮影された全天を包むオー

ロラ映像を見てみよう。

とき　12月14日（土）～令和2年1月13

日（月・祝）の土・日曜日、祝日いずれ

も15時50分～

参加費　観覧料

　可愛いクリスマスのお話です。

とき　12月1日～22日の毎週日曜日

11時10分～、12月24日（火）及び25

日（水）11時10分～、12時20分～

参加費　観覧料

定員　各120人（先着順）　　観覧料　大人500円、高校生以下250円

館長就任特別無料上映

　レゴロボットの操縦体験

にチャレンジ。

科学やものづくりを楽しもう！

　ろ紙のお花を咲かせてみ

よう。

　銅板を使ってものづくり

を体験しよう。

石川県立大学
生物資源環境学部

小松市小学校教員 石川県板金工業組合
金沢泉丘高校
SS部ロボット班

参加
無料

ヒルズパス
ポート利用可

ヒルズパス
ポート利用可
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令
和
元
年
度 
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

※

所
属
は
大
会
当
時
の
も
の
で
す
。

◆
小
松
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

○
個
人

　籔
本
光
咲
（
帝
京
大
学
）
、
中
本
洸
（
静
岡
大
学
大
学
院
）

◆
小
松
市
和
田
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
中
・
高
校
生
）

○
個
人

　荒
木
彩
（
松
陽
中
）
、
二
羽
倖
駕
（
南
部
中
）
、
増
山
悟
空

小
松
市
　

産
業
功
労
賞

小
松
市
　

教
育
功
労
賞

（
同
）
、
伊
東
陸
（
安
宅
中
）
、
橋
本
祥
利
（
板
津
中
）
、
土
田
華
（
同
）
、
上

嶋
亜
樹
（
市
立
高
）
、
北
田
夏
鈴
（
大
谷
高
）
、
田
中
沙
季
（
金
沢
学
院

高
）
、
可
貴
秀
太
（
同
）
、
宮
本
匠
（
石
川
高
専
）

○
団
体

　小
松
市
立
南
部
中
学
校
水
泳
部
、
小
松
市
立
芦
城
中
学
校

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

◆
小
松
市
北
野
ホ
ー
プ
賞
（
小
学
５
・
６
年
生
）

○
個
人

　熊
田
紫
（
芦
城
小
）
、
後
藤
伊
央
莉
（
同
）
、
道
端
潤
（
同
）
、

駒
澤
一
颯
（
同
）
、
永
井
友
大
（
同
）
、
山
下
矩
且
（
同
）
、
金
子
千
夏

（
同
）
、
武
田
萊
（
同
）
、
前
優
杏
（
同
）
、
南
梨
星
（
同
）
、
九
谷
亘
栄
（
稚

松
小
）
、
横
田
晴
海
（
同
）
、
角
奈
々
夏
（
同
）
、
中
出
愛
斗
（
安
宅
小
）
、

東
建
輝
（
同
）
、
村
上
舞
衣
（
荒
屋
小
）
、
山
本
遥
斗
（
第
一
小
）
、
村
井

颯
希
（
同
）
、
細
川
凛
大
（
苗
代
小
）
、
橋
田
大
蔵
（
同
）
、
平
田
杏
（
同
）
、

竹
内
風
太
（
蓮
代
寺
小
）
、
森
覚
斗
（
同
）
、
光
成
颯
（
向
本
折
小
）
、
松

山
桜
彩
（
今
江
小
）
、
表
紗
来
（
同
）
、
籔
本
空
雅
（
串
小
）
、
中
田
雫

（
同
）
、
中
野
健
人
（
同
）
、
竹
田
み
ず
き
（
日
末
小
）
、
荒
川
こ
と
み

（
同
）
、
出
渕
朝
子
（
同
）
、
清
水
あ
さ
み
（
粟
津
小
）
、
織
田
晟
牙
（
矢
田

野
小
）
、
谷
口
諒
（
同
）
、
山
口
瑛
暉
（
同
）
、
西
田
結
柚
（
国
府
小
）
、
埴

崎
心
（
能
美
小
）
、
岩
倉
李
旺
（
同
）
、
村
口
苺
（
東
陵
小
）
、
塚
本
陽
（
松

東
み
ど
り
学
園
）

○
団
体

　今
江
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
小
松
荒
屋
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
、
小
松
イ
ル
カ
ク
ラ
ブ
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）
、
小
松

ク
ラ
ブ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
、
小
松
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◆
小
松
市
ス
ポ
ー
ツ
記
録
賞
（
中
学
生
以
上
）

○
陸
上

　大
山
さ
く
ら（
丸
内
中
）、
九
谷
美
桜（
同
）、
高
崎
未
都（
同
）、

滝
本
果
南
（
同
）
、
原
田
み
の
里（
同
）
、
中
村
心
美
（
松
陽
中
）
、
光
山
真

央
（
同
）
、
宮
元
ひ
ば
り（
同
）
、
明
正
佑
奈
（
同
）
、
埴
生
翔
天
（
南
部
中
）
、

表
杏
乃
（
同
）
、
村
田
明
梨
（
松
東
中
）
、
石
原
妃
菜
（
小
松
商
高
）
、
石
原

瑠
菜
（
同
）
、
片
桐
美
結
（
同
）
、
笹
山
達
也
（
小
松
工
高
）
、
清
水
寿
紀

（
同
）
、
坂
東
立
基
（
同
）
、
丸
次
健
太
（
同
）
、
北
地
琉
夏
（
明
峰
高
）
、
長

岡
千
聖
（
同
）
、
飴
山
ね
ね
（
大
谷
高
）
、
岡
田
遥
菜
（
同
）
、
滝
口
ひ
ま
わ

り（
同
）
、
中
谷
賢
太
朗
（
星
稜
高
）
、
田
中
寛
之
（
那
谷
小
教
諭
）

○
水
泳

　木
川
友
来
（
松
陽
中
）
、
二
羽
倖
駕
（
南
部
中
）
、
増
山
悟
空

（
同
）、
深
沢
恵（
市
立
高
）、
北
村
朋
也（
小
松
高
）、
城
下
凜
太
朗（
同
）、

德
田
圭
人（
同
）、
関
口
州
哉（
大
谷
高
）、
北
田
彩
夏（
同
）、
北
田
夏
鈴

（
同
）、
本
真
比
路（
同
）

◆
小
松
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

○
個
人

　石
田
晃
嗣
（
石
川
高
専
）
、
中
村
愛
斗
（
国
際
高
専
）
、
福
嶋

悠
嗣
（
同
）
、
神
田
利
砂
（
小
松
市
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
）

　

　株
式
会
社
オ
リ
ジ
ナ
ー
ク
ロ
ス
ジ
ャ
カ

ー
ド
代
表
取
締
役
会
長
。
小
松
織
物
工
業

協
同
組
合
理
事
長
な
ど
も
務
め
、
産
業
界

の
総
合
的
な
発
展
に
努
め
た
。

　道
の
駅
こ
ま
つ
木
場
潟
の
初
代
産
直
部

会
長
と
し
て
、
地
域
農
業
の
活
性
化
並
び

に
生
産
振
興
と
普
及
に
尽
力
。
道
の
駅
こ

ま
つ
木
場
潟
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

荒
木

　重
則

（
本
江
町
）

大
上

　欣
也

（
三
谷
町
）

塚
本

　幹
雄

（
軽
海
町
）

　コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
。

事
業
の
安
定
拡
大
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

日
本
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
工
業
会
な
ど
の
要

職
を
務
め
、
産
業
界
の
発
展
に
努
め
た
。

　精神に障がいのある人とふれあい交

流を行い、身近な相談相手として寄り

添うとともに、精神障がいの正しい理

解と社会参加支援に尽力。やさしいま

ちづくりに貢献した。

ごみダイエット
プロジェクト
（小馬出町）

　マイバック運動や生ごみのひと絞り

運動など、市民生活に密着した活動を

行うとともに、ごみダイエット袋の制

度周知に尽力。市民の環境意識向上と

可燃ごみの削減に貢献した。

グループ　小まめ
（今江町）

　女性の感性や人とのつながりを生か

した様々なにぎわい創出事業を展開す

るとともに、社会教育分野など、積極

的に市政へ参画。やさしさと活力ある

まちづくりに貢献した。

小松能美メンタル
ヘルスボランティア
友の会（北浅井町）

　鵜川町地内の樹齢90年を超える「う

川古代桜」の保全活動に尽力するととも

に、桜苗木の提供や市民への講演会を

展開。花と緑あふれるフローラルのま

ちづくりに貢献した。

こまつ日本花の会
（南浅井町）

小
松
市
　

市
民
功
労
賞

　生
涯
現
役
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
。

後
輩
の
指
導
育
成
に
も
携
わ
り
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
し
た
。

前
田

　謙
一

（
小
松
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

小
松
市
　

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

小
松
市
　

ス
ポ
ー
ツ
各
賞

あ

ら 

き 

　

　し

げ

の

り

つ

か

も

と

　

　み

き 

お

ま

え 

だ

　

　

 

け

ん

い

ち

　長
年
、
協
会
の
運
営
に
携
わ
り
、
副
理

事
長
、
副
会
長
、
会
長
と
し
て
小
松
市
の

テ
ニ
ス
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

沢
野

　唯
志

（
小
松
市
テ
ニ
ス
協
会
）

さ

わ 

の

　

　

 

た

だ 

し

　協
会
運
営
に
携
わ
り
、
指
導
的
立
場
と

し
て
活
躍
。
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
尽
力
し
、

ゴ
ル
フ
競
技
の
底
辺
拡
大
に
貢
献
し
た
。

住
本
正
志
（
政
弥
）

（
小
松
市
ゴ
ル
フ
協
会
）

す
み
も
と
ま
さ  

し

　

 

ま
さ 

や

　協
会
の
審
判
員
、
理
事
、
役
員
を
歴
任
し
、

野
球
競
技
の
普
及
に
尽
力
。
後
進
の
指
導

に
も
努
め
、
多
く
の
野
球
人
を
育
成
し
た
。

前
坂

　善
夫

（
小
松
市
野
球
協
会
）

ま

え

さ

か

　

　よ

し 

お

お

お

が

み

　
 
 
 

き

ん 

や

　長
年
、
幼
児
教
育
一
筋
に
取
り
組
み
、

石
川
県
私
立
幼
稚
園
協
会
な
ど
の
要
職
を

歴
任
。
人
材
育
成
に
も
尽
力
し
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
振
興
に
貢
献
し
た
。

　音
楽
教
員
と
し
て
子
供
た
ち
の
指
導
に

尽
力
し
、
小
松
市
音
楽
協
会
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。
市
民
合
唱
団
の
指
導
も
務
め
、

音
楽
の
発
展
と
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

上
田
多
惠
子

（
打
越
町
）

松
本

　
　進

（
若
杉
町
）

う

え 

だ 
 

た

　え

　こ

小
松
市
　

市
政
功
労
者
表
彰

　小
松
市
固
定
資
産
評
価
員
を
務
め
、
税

務
行
政
で
培
っ
た
豊
富
な
経
験
と
知
見
か

ら
固
定
資
産
税
の
適
正
公
平
な
課
税
に
尽

力
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

乾

　
　有
忠

（
符
津
町
）

い
ぬ
い

　

　

　

 
 

あ

り

た

だ

ま

つ

も

と

　

　

　

 
 

す
す
む
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「
市
民
が
主
役
、
市
民
総
が
か
り
で
小
松
を
元
気
に
」
を
目
指
し
て
、「
希
望
」
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
見
て
い
る
側
も
笑
顔
に
な
れ
る
作
品
ば
か
り
。

応
募
総
数
１
７
８
点
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
21
点
を
紹
介
し
ま
す
。

講  

評

講

　評

　
子
供
の
最
高
の
笑
顔
と
家
族
の
絆
を
感
じ
る
、
勢
い
の
あ
る
作
品
で
す
。

大
空
へ
舞
い
上
が
る
子
供
の
成
長
を
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

講

　評

　笑顔の瞬間を見事に捕らえています。画

面構成も素晴らしく、主役を大胆にアップ

で右上に配置し、左側の空間に広い海と美

しい空を主役の邪魔にならないようぼか

して構成した画面にはただただ脱帽です。

　ブドウ狩りの楽しさ、ブドウの美味しさがとてもよ

く伝わってきます。それは子供の位置や表情、目線、ブ

ドウの持ち方などの画面構成がよく、またそれにより

撮影者との仲の良さが伝わってくる魅力的な写真にな

りました。

大
賞

日藝特別賞

「
羽
ば
た
け
！
」

山
本 
彩
加
さ
ん
（
上
牧
町
）

「
は
じ
め
て
の
海
」 

片
山 

陽
平
さ
ん
（
蓑
輪
町
）

「ぶどう食べて大きくなるよ！」 山口 直恵さん（白山町）

「希」 田中 啓介さん（島町）

兄弟仲良く育ってね。

「水遊び楽しいー！」
山田 奈津子さん（下牧町）

初めてのお家プールに大興奮。

「いつもの“笑顔”」 鳥井 侑果さん（月津町）

隣で笑っている笑顔に助けられています。

問い合わせ

広報秘書課

☎24・8016
「令和のトマトっ子」
村田 のり子さん（白嶺町）

鈴なりのフルーツミニトマトの

収穫です。

「すてきな星空の下で…」
村田 幸子さん（東山町）

兄弟仲良く遊具で遊ぶ姿を撮影。

「目標は高く」
大野 加菜さん（符津町）

達成感からにじみ出た笑顔が

格好良かった。

「ピッカピカピカの一年生！」
長野 久美子さん（上本折町）

表
情
や
足
ど
り
ま
で
、
全
て
が
ピ

ッ
カ
ピ
カ
に
見
え
ま
し
た
。

「初収穫」
竹田 雅子さん（長田町）

祖父母の畑の苺が実り、初収穫。

日藝特別賞は、日本大学芸術学部が審査･選定しました

優
秀
賞

こまつ笑顔

フォトコンテスト作品展

入賞作品を含めた全応募作品を展示

します。また、日本大学芸術学部写

真学科による作品展も行います。ぜ

ひご覧ください。

12月16日（月）～25日（水）※平日のみ

市役所エントランスホール

佳
作

受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
を

添
え
て
い
ま
す
。

こ
ま
つ
笑
顔

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

奉 祝 令 和 記 念

H
op
e
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問
い
合
わ
せ

　長
寿
介
護
課
　
☎
24
・
８
１
６
８

　
市
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
接
し
方
を
学
び
、
温
か
く
見
守
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
デ
オ
上
映
を
交
え
た
養
成
講
座
（
90
分

程
度
）
を
受
講
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
れ
ま
す
。
受
講
の
証
に
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し
ま
す
。

　
講
座
の
開
催
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

対
象
は
町
内
会
や
学
校
な
ど
の
団
体
と
な

り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
日
程
や
会
場
を

調
整
し
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う

　
市
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の
人
と
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
「
様
々
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が

損
傷
を
受
け
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と

で
記
憶
・
判
断
力
が
低
下
し
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
て
い
る
状
態
」
を
言
い
ま
す
。
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で
す
が
、
65
歳
以

上
で
は
４
人
に
１
人
程
度
が
認
知
症
（
予
備

群
を
含
む
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
学
び
を
深
め
た
い
人
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う

　
地
域
で
の
活
動
を
目
指
す
ゴ
ー
ル
ド
サ

ポ
ー
タ
ー
や
認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
イ
ス
タ
ー
な
ど
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

機
会
も
あ
り
ま
す
。
12
月
は
次
の
と
お
り

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

聴
講
で
き
ま
す
。

と
き
・
内
容
　
12
月
21
日
（
土
）

○
10
時
〜
12
時
　
「
認
知
症
の
方
の
食
事

の
意
味
を
考
え
る
」（
講
師
：
谷
歯
科
医
院

歯
科
衛
生
士
　
谷
恭
子
）

○
13
時
〜
14
時
30
分
　
「
認
知
症
と
薬
」

（
講
師
：
一
般
社
団
法
人
小
松
能
美
薬
剤

師
会
　
髙
林
大
輔
）

と
こ
ろ

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
ん

と
ん
ひ
ろ
ば
（
小
馬
出
町
35
ー
１
）

参
加
費
　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

認知症の人との

関わり方を寸劇を交えて

分かりやすくお伝えします。

認知症への理解を深め、

みんなで支え合う

地域づくりを目指して

活動しています。

広
げ
よ
う

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
の
輪

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
〜

認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

（
公
開
講
座
）

キャラバン・メイト（認知症サポーター養成

講座の講師）の吉田茂樹さん（左）と上原清美

さん

こまつ認知症ほっとけんステーションこまつ認知症ほっとけんSOSネット

　認知症についての相談や、情報収集ができる医療機

関などを「こまつ認知症ほっとけんステーション」として

設置（73カ所）しています。高齢者総合相談センターと

連携し、本人や家族からの相談に応じています。

　認知症の高齢者などが行方不明になった時、速やか

に発見・保護するためのネットワークです。

　行方不明者が発生した際、市は協力事業者に対して

情報提供と捜索協力を依頼し、地域ぐるみで行方不明

者を発見・保護します。

　現在は介護サービス事

業所、郵便局、交通機関な

ど、約90の事業者が協力事業者として捜索に協力して

います。
知っておきたい！小松市の認知症対策

▶右のステッカーが目印です。

気軽に相談してください。

「
あ
ー
ー
極
楽
」 

細
呂
木
谷 

円
さ
ん
（
符
津
町
）

息
子
が
大
き
く
な
っ
た
と
う
れ
し
く
な
っ
た
１
枚
。

「
は
ー
い
！
わ
た
し
に
ま
か
せ
て
！
」

大
田 

延
彦
さ
ん
（
吉
竹
町
）

す
て
き
な
将
来
を
望
む
祖
父
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

「
葉
っ
ぱ
仮
面
」  

山
﨑 

幹
英
さ
ん
（
川
辺
町
）

で
っ
か
い
葉
っ
ぱ
で
お
面
。

「
七
五
三
」 

山
田 

和
紀
さ
ん
（
白
山
町
）

お
祈
り
す
る
つ
も
り
が
、
鈴
を
う
ま
く
鳴
ら
せ
ず…

。

奨
励
賞

「お兄ちゃんになったよ！」
相川 香音里さん（日末町）

初めて妹を抱っこした時の写真。

「やねまでとどけ！」
岡山 咲子さん（今江町）

屋根まで飛ばそうと頑張っていました。

「思い出を大切に」
森川 梨絵さん（犬丸町）

おばあちゃんと姪とのほのぼのした時間。

「生後100日の笑顔」
中田 純平さん（千木野町）

娘がうれしそうに母親を見る姿が愛おしくて。

「夢をのせて」
北川 由美子さん（今江町）

仲良く綿毛を飛ばし合っている姿にほっこり。

「ピカピカの一年生！」
千葉 公太さん（育成町）

入学式を無事に済ませ、解放された姿をパチリ。

めい

審査員の皆さん（左から）

小松美術作家協会　北中 和子さん

空とこども絵本館　尾木沢 響子さん

地域おこし協力隊　福岡 大平さん

市政提案モニター　西田 優希さん

小松市立高校芸術コース

　　　　　　　　　武部 由季さん

日本大学芸術学部

写真学科准教授

田中 里実さん

日藝特別賞

審査員



17 広報こまつ［2019.12］

広報こまつは毎月1日に掲載されます。
https：//www.city.komatsu.lg.jp/ホームページ

小松市公式ページ
「いよっ小松」で検索フェイスブック

一部の施設名を省略表記しています　　こまつ芸術劇場うらら→うらら　

第一地区コミュニティセンター→第一コミセン　サイエンスヒルズこまつ→ヒルズ

くらしのかんづめ

くらし

　ボタン型電池やリ

チウム電池、小型充

電式電池（ニッケル

水素電池）は、誤っ

た保管・処理をする

と発火の危険があり

ます。使用後は、速

やかに購入店の回収

ボックスなどへ出す

ことをおすすめします。

問　エコロジー推進課　☎24・8069

人のうごき

今月の税・料金の納期

令和元年11月1日現在

人口
男
女

世帯

108,461人
53,306人
55,155人

43,975世帯

（＋ 1）
（＋14）
（ー13）
（＋41）

（    ）は対前月の増減

カブッキーポイント対象事業

納付期限●12月25日（水）

ごみナビvol.

56

くらしの

かんづめ

　　　　ボタン型電池などは

　　　　購入店へ

せんてい

就学準備に必要な費用の
一部を援助します
対象　経済的な理由により就学が困難

と認められ、かつ令和2年度に小松市立

小・中学校に就学する幼児・児童の保

護者

援助内容　新入学用品費の一部

申請期間　12月2日㈪～27日㈮

申請方法　申請書に必要事項を記入の

上、必要書類を添付し提出（申請書は学

校教育課または在籍小学校にあります。

市ホームページからもダウンロードで

きます）。

提出先　新小学1年生は学校教育課、新

中学1年生は在籍小学校

問　学校教育課　☎24・8122

人権週間
街頭キャンペーン
とき　12月4日㈬17時30分～18時30分

ところ　アル･プラザ小松　西側出入口

内容　12月4日㈬～10日㈫の人権週間

に合わせ、小松人権擁護委員協議会小

松部会員が街頭啓発を行います。

問　金沢地方法務局　☎076・292・

7810　あんしん相談センター　☎24・

8070

金沢大学法律相談所による
民事無料法律相談

　相続、遺言、婚姻、金銭貸借などにつ

いての学生主体の相談会です。

とき　12月22日㈰10時～15時

ところ　第一コミセン

問　金沢大学法律相談所　☎076・

264・5967　あんしん相談センター　

☎24・8070

年末年始のごみの収集・持ち込みについて

可燃ごみ（一般ごみ）

プラスチック製容器包装

古紙・空缶・埋立ごみなど

大型ごみ

28

土

○

○

29

日

×

12月 令和2年1月

30

月

○

31

火

○

1

水

2

木

3

金

4

土

○

○

収集はありません

収集はありません

収集はありません

収集・受付をお休みします

年末年始の業務日

28

土

○

29

日

×

12月 令和2年1月

30

月

○

31

火

1

水

2

木

3

金

4

土

○持ち込みはできません

上
下
水
道
料
金

下
水
道
負
担
金

後
期
保
険
料

介
護
保
険
料

軽
自
動
車
税

固
定･

都
計
税

市
・
県
民
税

国
保
税

12月 ●●● ●

◎ごみの収集　収集する区域は、曜日によって異なりますのでご注意ください。

◎エコロジーパークこまつへの持ち込み（搬入手数料が掛かります）

　年末は混雑するため、お待ちいただくことがあります。早い時期の持ち込み

にご協力をお願いします。

受入時間 　8時30分～16時30分

そのほか　分別して透明または半透明のごみ袋に入れ、飛散しないように持ち

込んでください（ダイエット袋に入れる必要はありません）。大型ごみの搬入時

には、大型ごみ処理券は不要です（搬入手数料のみ）。交通事故防止のため、冬

用タイヤでお越しください。

問　エコロジー推進課　☎24・8069　エコロジーパークこまつ　☎41・1600

16

　 私が海外の試合に出場するようになってからは、チームでの合宿や日

本代表合宿、国内外の試合などがあり、家でゆっくりできる時間がとても

限られていました。外で受けるストレスや疲労は全て家で発散していた私。

家族の理解と支えがあってこその競技生活だったと思います。

 　競技生活でくじけそうな時には、泣きながら母に電話をしたこともあ

りました。今改めて思うことは、私にとって「家」というのは唯一全てを解

き放ち休息できる場だったということです。海外の試合へ行く事前合宿と

出発までが1日空いていれば、家へ帰って心身を休めるようにしていまし

た。そして、家に帰る一番の目的は愛犬のプーちゃんの存在でした。私の

帰りをいつも心待ちにしてくれていたプーちゃん。一緒に過ごすことが何

よりの癒しとなり、いつも頑張るパワーをくれました。

 　新しい家族を持った今、家族とは何かと考えることが多くなりました。

疲れた翼を休める場所になるように、これからは支える側として家族を守

っていきたいと思います。

競技生活を支えてくれた
　　　　　　　　　家族の存在

問い合わせ　スポーツ育成課　☎24・8139

▲いつもパワーをくれていたプーちゃん

International City

　日本の年末年始といえば、冬景色の初詣を想像します。こたつでミカンを食べて、

ずっとテレビ番組を見て年末を過ごす人もいるでしょう。

　一方、ブラジルの年末年始の時期は真夏です。冬景色もないし、ミカンも季節外れ

だし、こたつは暑すぎるでしょう。では、ブラジル人はどんな風に年末年始を過ごす

のでしょうか。日本人のように家でずっとテレビ番組を見て過ごす人もいますが、ブラジルの年末年始には代表

的な二つのパターンがあります。

　一つ目は花火大会です。ブラジルには夏祭りがなく、夏のピークが年末年始なので、地域ごとに花火大会をし

ます。個人的に花火を打ち上げる家庭もあります。二つ目は海辺に行

きます。海に行って泳ぐのではなく、験を担ぐために行きます。ブラジ

ルには、幸運を招くために新年に行う験担ぎの風習が多くあります。

有名なのは、白い服を着ることや海に行って波を7回跳び越えること

です。シャンパンで祝う人も多く、海辺でシャンパンを少し海に注い

だり、ブドウを12個食べて12カ月分の幸運を招いたりする験もありま

す。

　今年の年末年始は、ブドウを食べたり、白い服を着たり、ブラジル流

の幸運のおまじないをしてみませんか。

～国際交流員ジェシカのこまつ新発見～

  ブラジルの年末年始

問い合わせ　観光文化課　☎24・8039　　
▲白い服を着て波を跳び越えるブラジル人
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声の広報

お茶の間ガイド
金曜日19時55分～

（再放送：土曜日7時55分～）
ラジオこまつ（FM76.6）
火曜日12時30分～13時ラジオ広報

第2水曜日の北國･北陸中日
新聞朝刊に掲載新聞広報

小松市公式アカウント
komatsu_japanインスタグラム

小松市公式アカウント
@komatsu_cityツイッター

行事･募集

くらしのかんづめ

「ダイヤモンド・アカデミ
ー」スキルアップ研修
とき　12月13日㈮18時30分～20時30

分

ところ　ビジネス創造プラザ　セミナ

ールーム

内容　「話し方UPで人間力アップ」講

師：尾山敦子。研修終了後、21時30分

まで交流会（希望者のみ）があります。

定員　15人（先着順）

参加費　1,000円（スイーツ・ドリンク

など付き）

申し込み　商工労働課　☎24・8074

農家が教える郷土料理
「大根寿司づくり講習会」
とき　12月15日㈰10時～、22日㈰10時

～、13時30分～

ところ　こまつ食彩工房（西軽海町）

定員　各25人（先着順）

参加費　2,000円（材料費など込み）

持ち物　エプロン、三角巾、手拭き、マ

スク、筆記用具

申し込み　12月2日㈪からこまつもし

もしセンター　☎20・0404

問　農林水産課　☎24・8078

品質管理検定2級
受験対策講座
とき　12月16日～令和2年3月2日の毎

週月曜日18時～20時（全9回）※12月30

日、1月13日、2月24日を除く

ところ　公立小松大学粟津キャンパス

定員　20人（先着順）

受講料　8,200円（テキスト代別途必要）

そのほか　10人以上で開講となります。

申し込み　12月6日㈮までに公立小松

大学粟津キャンパス　☎44・3500

千松閣クリスマスの集い

とき　12月21日㈯11時～14時30分

ところ　千松閣

内容　スウィングジョーカーズによる

生演奏、利用者によるカラオケタイム

対象　60歳以上または障がいのある人

参加費　100円（入館料）

問　千松閣　☎41・1316

医療･福祉 年末年始の窓口業務

◎市役所・南部行政サービスセンター

年末　12月27日㈮18時30分まで

年始　令和2年1月6日㈪8時30分から

◎小松駅前行政サービスセンター

年末　12月28日㈯19時まで

年始　令和2年1月4日㈯9時30分から

※出生、婚姻、死亡などの戸籍の届け

出は、年末年始の閉庁の間、市役所警

備員室で受け付けています。西口玄関

からお入りください。

◎コンビニ交付休止のお知らせ

　個人番号（マイナンバー）カードによ

る住民票の写しなどのコンビニ交付を

休止します。

休止期間　12月29日㈰～令和2年1月3

日㈮

問　市民サービス課　☎24・8065

家屋の取り壊し・
用途変更の届け出

　通常、家屋を取り壊した場合は滅失

の登記をすることになっていますが、

登記が遅れる場合や未登記の家屋を取

り壊した場合はご連絡ください。また、

改築や改修などで用途を変更した場合

もご連絡ください。

問　税務課資産税家屋・償却グループ

☎24・8032

ご存知ですか？
「建設リサイクル」
　80㎡を超える建築物を解体する際に

は、建設リサイクル法に基づく届け出

が必要です。建設廃棄物の不法投棄の

防止や建設リサイクルの推進にご協力

をお願いします。

問　建築住宅課　☎24・8094

せせらぎの郷
年末年始の営業
年末　12月28日㈯21時30分まで

※浴場棟は12月29日㈰15時まで

年始　令和2年1月3日㈮12時～18時

※初湯イベントあり

◎レストラン「ビュッフェこまつせせ

らぎ」

年末　12月28日㈯16時まで

年始　令和2年1月4日㈯10時～

問　せせらぎの郷　☎46・1919

給与支払報告書の
提出について

　平成31年1月1日～令和元年12月31

日に給与の支払いをした事業所または

個人事業主は、1人につき1枚給与支払

報告書を提出してください。課税の公

平性を保つため、退職した人やパート、

アルバイトの人についても提出をお願

いします。

提出期限　令和2年1月31日㈮

提出先　税務課

◎eLTAXを利用した市への電子申告

　給与支払報告書の提出、特別徴収に

関する届け出、法人市民税申告・届け

出、固定資産税（償却資産）の申告がイ

ンターネットでできます。詳しくは、

eLTAXホームページ（http://www.eltax.

lta.go.jp/）をご覧ください。

◎特別徴収の完全実施

　石川県内の全ての市町は、原則とし

て全ての事業主を特別徴収義務者に指

定しています。給与支払報告書を提出

する際に、特別徴収への切り換えをお

願いします。

【特別徴収のメリット】

①納期が毎月なので、普通徴収（年4回

納期）と比べ、1回に納める税額が少ない。

②納税者が銀行などへ出向く手間が省

ける。

③給与支払者は市から通知された税額

を差し引くので、税額の計算が不要。

問　税務課市民税・国保税グループ 　

☎24・8030

糖尿病教室

とき　12月19日㈭10時30分～11時30分

ところ　小松市民病院南館4階

内容　糖尿病の合併症、自分の足を観

察しましょう。

問　小松市民病院つながるサポートセ

ンター　☎22・7111

インフルエンザ、感染性
胃腸炎を予防しましょう
◎インフルエンザ

　インフルエンザは、普通の風邪に比

べて突然の高熱や頭痛、関節痛、筋肉

痛などの全身症状が強く現れるのが特

徴です。嘔吐や下痢などの消化器症状

が出る場合もあります。また、気管支

炎や肺炎などを合併し、重症化するこ

ともあります。

★予防のポイント

①流行前にワクチン接種を受ける。

②人混みを避け、外出時はマスクを着

用する。

③外出後は手洗いを行う。

④室内を適度に加湿する。

⑤十分な栄養や休息を取る。

◎感染性胃腸炎

　ノロウイルスなどによる感染性胃腸

炎は特に冬場に流行します。症状とし

て下痢や嘔吐、吐き気、腹痛のほか発

熱する場合もあります。

★予防のポイント

①食事前や調理前は、石けんなどで手

の汚れをしっかりと洗い流す。

②調理の際、生鮮食品は十分に洗い、

しっかり加熱する。

③嘔吐物や便を処理する際は、塩素系

消毒薬を使い正しく処理する。

問　いきいき健康課　☎24・8161

対象の人へプレミアム付商品券を販売しています！

除雪へのご協力をお願いします

家族介護用品助成券の支
給第3期分（12月～3月）
対象　次の要件を全て満たしている人

①要介護3以上の人

②在宅で介護用品が必要な人

③入院・施設入所していない人（グル

ープホームなどは除く）

申請方法　○第2期分（8月～11月）を申

請した人…11月末にはがきを送付しま

したので、届いたはがきを持参してく

ださい。 ○第2期分を申請していない人

…はがきは送付しませんが受取場所で

助成券を交付します。 ○12月以降に新

規で申請する人…申請の際に印鑑が必

要です。

申請（受取）場所　長寿介護課、小松駅

前行政サービスセンター、南部行政サ

ービスセンター、各高齢者総合相談セ

ンター、各行政連絡所（取り次ぎのみ）

そのほか　助成券は、市内の店舗での

み利用できます。

問　長寿介護課　☎24・8053

フローラルこまつ
花楽校（はながっこう）
①バラ講習会「つるバラの剪定・誘引」

とき　12月12日㈭10時～11時

ところ　弁慶スタジアム（末広野球場）

参加費　無料

持ち物　筆記用具

②ガーデニングワークショップ　お正

月寄せ植え

とき　12月20日㈮10時～12時

ところ　クロムサハウス（今江町3-520）

定員　15人（先着順）

参加費　3,000円

持ち物　園芸用手袋（持っている人の

み）、はさみ

③花の交流会

とき　令和2年1月8日㈬10時～11時

ところ　市役所7階会議室

内容　フローラルこまつ花のコンクー

ル受賞者と、花づくりについて会話を

楽しむ会です（お茶・お菓子付き）。

定員　20人（先着順）

参加費　無料

申し込み　①③は各開催日の前日、②

は12月12日㈭までに緑花公園センター

☎24・8102

販売期限　令和2年2月28日㈮

販売場所　市役所エントランスホール（平日のみ）

　　　　　南部行政サービスセンター（平日のみ）

　　　　　駅前行政サービスセンター

　　　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日のみ）

利用期限　令和2年3月31日㈫

※購入引換券交付申請書を提出していない人は、

早めの申請をお願いします。

問　商工労働課　☎24・8074

　市では、12月から3月末まで「小松市除雪対策本部」を設置します。気象状況

に応じて24時間体制で除雪に備え、安心・安全な生活の確保に努めます。冬

場の快適な生活のため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

●冬用タイヤの装着など、雪への備えは早めに行いましょう。

●庭木の枝などが道路にはみ出さないよう、こまめな剪定や雪落としをしま

しょう。

●路上駐車をやめましょう。

●道路や側溝などに雪を捨てないでください。

●除雪車の通れない狭い生活道路や歩道、消火栓の周辺などは、地域の皆さ

んで協力して除雪をお願いします。

●大雪の日はマイカー通勤を控え、相乗りや公共交通機関を利用しましょう。

企業や事業所の皆さんは、時差出勤などで道路渋滞の緩和にご協力をお願

いします。

　除雪作業は、朝の通勤・通学に備えて深夜や早朝に行いますが、気象条件

などで作業に時間が掛かる場合がありますので、ご理解をお願いします。

問　小松市除雪対策本部（道路河川課内）　☎24・8085

年末年始の準備にも
ご利用ください！

せんてい

おうと
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小松市役所問い合わせ
総合案内　☎20・0404こまつもしもしセンターくらしのかんづめ

講演会～聞こえる世界と
聞こえない世界をつなぐ～
とき　12月21日㈯14時～

ところ　第一コミセン

内容　講師自身の実体験に基づくユニ

バーサルデザインの考えについての講

演です。手話通訳、要約筆記あり。

講師　松森果林（ユニバーサルデザイ

ンアドバイザー）

定員　150人（先着順）

参加費　無料

申込方法　募集チラシの申込書に必要

事項を記入の上、FAXまたはメールで。

申し込み・問い合わせ　ふれあい福祉

課　☎24・8052　　23・0294　　fuku

shika@city.komatsu.lg.jp

お正月生け花教室

とき　12月22日㈰10時30分～

ところ　粟津公園屋根付き広場トレー

ニングルーム

講師　横内翆露（小原流）

定員　15人（先着順）

参加費　3,000円

持ち物　はさみ、手拭き

申し込み　粟津公園管理事務所　☎

44・2280

お正月花飾り教室

とき　12月27日㈮19時～20時30分

ところ　国府公民館

定員　15人（先着順）

参加費　3,200円（材料費、受講料込み）

持ち物　はさみ

申し込み　国府公民館　☎47・0342

令和2年
小松市消防出初式
とき　令和2年1月5日㈰8時30分～

ところ　式典：公会堂、街頭行進・観

閲行進・一斉放水：市役所周辺

◎消防出初式写真展作品募集

募集期間　令和2年1月6日㈪～24日㈮

規格　カラープリント2Lから四つ切り

（ワイド可）サイズまで

応募方法　作品裏面に氏名、住所、電

話番号、作品名を記入の上、消防本部

へ郵送または持参

問　消防本部予防政策課　☎20・2705

小松市民スポーツ大会
スキー競技参加者募集
とき・ところ　○クロスカントリー競

技…令和2年1月19日㈰　ホワイトウェ

ーブ1000（大杉町）　○アルペン競技…

1月26日㈰　大倉岳高原スキー場日本

海コース

対象　15歳以上の人

参加費　無料

そのほか　男女とも年齢別校下対抗で

行います。

申し込み　12月12日㈭17時までに小松

市スポーツ協会　☎23・5961

第218回珠算能力検定

とき　令和2年2月9日㈰

ところ　小松商工会議所

受験料 　1級： 2,340円、2級： 1,730円、

3級：1,530円、4～6級：1,020円

申込期間　12月2日㈪～令和2年1月8日

㈬

申し込み　小松商工会議所　☎21 ・

3121

明るい選挙
書道コンクール作品募集
対象　市内在住の小・中学生（1人1点）

様式　書道用半紙（半紙判：縦33㎝×

横24㎝、美濃判：縦39㎝×横27㎝）

内容　○小学1～3年生「せんきょ」　○

小学4年生「一票の力」　○小学5～6年生

「身近な選挙」　○中学生「投票の権利」

※学校を通じて手本を配布します。

締め切り　令和2年1月14日㈫

応募先・問い合わせ　小松市選挙管理

委員会（管財総務課内）　☎24・8151

観光ボランティアガイドと
めぐる小松
◎浮島の小松天満宮

　小松観光ボランティアガイドの会

「ようこそ」がご案内します。

とき　12月27日までの毎日9時～15時

の間で希望に応じて1時間程度

集合場所　小松天満宮駐車場

参加費　無料　

定員　最少実施人数2人

申し込み　開催4日前までにこまつ観

光物産ネットワーク　☎24・8394

■イベントデーは割引がいっぱい

★健民スキーデー：令和2年1月12日㈰

リフト1日券を1,000円割引き

★スキー子供の日：令和2年1月19日㈰

リフト1日券（中学生以下）を600円割引き

★大倉岳高原スキー場　感謝デー：

令和2年2月23日㈰㈷

リフト1日券を1,000円割引き

■ナイター営業

今シーズンは、毎日21時30分まで営業します。

■平日1日券を購入した人に豚汁1杯無料サービス

※積雪状況によって、オープンが12月22日㈰以降になることがあります。

問　大倉岳高原スキー場　☎67・1426

大倉岳高原スキー場

12月22日㈰オープン
大
倉
岳
高
原
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
１
回
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ー
ビ
ス
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本
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で
グ
ル
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全
員
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ト
に
1回
乗
れ
ま
す
。

た
だ
し
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月
～
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3月
の
シ
ー
ズ
ン
中
の
み
有
効

申し込み　各教室の開催初日に申込書を提出し、受講料を納付してください（当日先着順）。申込書は当日配布します。

※定員に満たない場合は、2回目以降からの参加も受け付けます。

問　こまつドーム　☎43・1677

令和2年度　公立小松大学入学者選抜試験（推薦入試・一般入試）

第3期　こまつドーム教室

サイエンスヒルズこまつイベント情報

　募集要項など入試情報の詳細は、公立

小松大学ホームページでご確認ください。

出願方法　推薦入試：郵送（書留速達郵

便）のみ　一般入試：インターネットを利

用したWeb出願のみ

入学検定料　17,000円

問　公立小松大学　☎23・6600

◆プロフェッショナルトーク

「オーロラ研究最前線　神秘のヴェールの謎を解け」

　オーロラの最新科学の解説と、プラネタリウム番組「オ

ーロラ生命の輝き」の上映を行います。　

とき　12月22日㈰15時～16時30分

ところ　3Dスタジオ

講師　尾崎光紀（金沢大学准教授）

定員　120人（先着順）

参加費　観覧料（ヒルズパスポート利用可）

申し込み　ヒルズホームページから

♦Xmasコンサート

「星降るクリスマス2019」

　美しい星空の下、すてきな歌声と生演奏を届けます。

とき　12月24日㈫15時～16時、17時～18時

ところ　3Dスタジオ

出演　小松市立高校吹奏楽部・芸術コース

定員　各80人（先着順）

参加費　観覧料（ヒルズパスポート利用可）

申し込み　ヒルズホームページから

問　ひととものづくり科学館　☎22・8610

観覧料：大人500円、高校生以下250円

◆募集人員

学　部 学　科

入試区分と募集人員（人）

推薦入試 一般入試

一　般 前期日程 中期日程

生産システム科学部 生産システム科学科 7 40 20

保健医療学部

看護学科 2 30 8

臨床工学科 3 17 5

計 5 47 13

国際文化交流学部 国際文化交流学科 7 30 30

合　計 19 117 63

◆試験日程

入試区分 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続期限

一般推薦 12月16日㈪〜24日㈫ 令和2年2月1日㈯ 令和2年2月10日㈪ 令和2年2月19日㈬

一般
入試

前期日程
令和2年1月27日㈪〜

2月5日㈬
令和2年2月25日㈫ 令和2年3月5日㈭ 令和2年3月14日㈯

中期日程
令和2年1月27日㈪〜

2月5日㈬
令和2年3月9日㈪ 令和2年3月21日㈯ 令和2年3月27日㈮

教室名
対象
定員

開始日 曜日 回数 時間 受講料

ドームのうたごえ
（唱歌・童謡・歌謡曲）

45歳以上
35人

12月18日 水曜日 12回 10時〜11時30分 3,000円

社交ダンス 15人 12月4日 水曜日 12回 10時30分〜11時30分 7,200円

健康体操
50歳以上

35人
12月6日 金曜日 12回 10時〜11時 3,000円

リズムボクシング 20人 12月3日 火曜日 12回 19時30分〜20時30分 6,000円
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くらしのかんづめ

そのほか
　　

10月の寄附（敬称略）

▽社会福祉へ　石崎和枝（河田町）

▽こども福祉基金へ　㈲吉田運輸建設

（島田町）

令和元年10月台風第19号
災害小松市義援金について

　10月に発生した台風第19号による災

害についての小松市義援金の募金箱を

次のとおり設置しています。

設置場所　市役所エントランスホール、

南部行政サービスセンター、小松駅前

行政サービスセンター、ヒルズ、社会

福祉協議会、義経アリーナ（末広体育

館）、こまつドーム

そのほか　領収書が必要な人はふれあ

い福祉課まで事前に申し出てください。

問　ふれあい福祉課　☎24・8052

カブッキー年賀状テンプ
レート無料ダウンロード

　カブッキーがデザインされた年賀状

のテンプレートが市ホームページから

無料ダウンロードできます。

問　観光文化課　☎24・8076

宝くじのコミュニティ
助成金を活用しました

　こまつSATOYAMA協議会は、宝くじ

の助成金（自治総合センター）を受けて、

農村の自然や文化を学ぶための「学校de

学ぼう先人の知恵」事業を実施しました。

問　農林水産課　☎24・8078

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.

126

あんしん相談センター　☎24・8071

消費者ホットライン　　☎188
問い合わせ

市職員をかたり「消費税増税

の関係で高齢者の一部の人に

社 会 保 険 料 の 払 戻 し が あ る の で 、

ATMで手続きするように」との電話

があった。

消費税率引き上げに
便乗した詐欺にご注意を！

トラブル回避のポイント

◆「消費税引き上げ」「キャッシュレ

ス」「ポイント還元」など、社会的に

話題になっている出来事を悪用する

詐欺の手口です。

◆市や金融機関などが、消費税増税

を理由に消費者個人に電話を掛けて

くることはありません。

◆「ATMでお金やポイントが戻って

くる」などと言われても信用しない

ようにしましょう。

事例

1

2

3

4

こますけくん　　第8回　　　絵：べに （小松市立高校芸術コース美術専攻）

本
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市民相談 12/1 1/10
※相談はすべて無料です。秘密は守られます。

　相談日はいずれも祝日を除きます。

南加賀急病センター（小松市民病院南館1階併設）　【小児科・内科】　☎23・0099

月～土曜日：19時～22時30分　日曜日・祝日：9時～12時、13時～22時30分

※12月31日㈫～令和2年1月3日㈮：9時～12時、13時～22時30分

すこやかセンター　☎21・8118

●育児相談

とき　12月2日㈪、令和2年1月6日㈪い

ずれも9時30分～11時

ところ　すこやかセンター

●両親学級

とき　12月14日㈯13時30分～15時30分

ところ　すこやかセンター

内容　赤ちゃん人形を使っての抱っこ

やもく浴（お風呂の入れ方）体験、栄養

士による食事の講話、妊婦体験ジャケ

ット試着（希望者）

対象　妊娠中期ごろの妊婦とその夫

定員　18組（先着順）

持ち物　母子手帳、動きやすい服装

月～金曜日（祝日除く）8時30分～17時

いきいき健康課　☎24・8161

●保健師・管理栄養士による健康相談

とき　月・水・金曜日（祝日除く）13時

15分～15時15分

ところ　市役所1階

●心理相談員によるこころの相談

とき　12月12日㈭、令和2年1月9日㈭

いずれも13時～または14時40分～

ところ　市役所

●血管若返り運動教室

とき　12月18日㈬13時30分～15時

期間　月1回（令和2年3月まで）

ところ　第一コミセン

内容　自宅でできる筋力運動、有酸素

運動、健診結果・運動効果の説明

対象　40～74歳で、平成29年度以降の

健診結果が要指導、要医療の人

持ち物　健診結果、運動靴、飲み物、タ

オル、運動できる服装

休日・夜間医療情報

母子の相談・教室

予約制

今月の

　ハッピースマイル

今月の

　ハッピースマイル

古河町

堀 田  双 葉ちゃん

　　　　　　　  （8カ月）

Happy Smile

子育て＆健康づくり

ふた   ば

育児相談ダイヤル   ☎21・0101

健康づくりの相談・教室（予約制）予約制

とき ところ 問い合わせ

弁護士法律
（予約制1日5人）

同一案件

年1回限り

12/4,11,18,1/8
いずれも水曜日

13時〜
15時30分

あんしん相談
センター

（予約先）
もしもしセンター
☎20・0404
※ 相 談 日 の1週
間前から予約可

次回は1/23㈭
南部行政サー
ビスセンター

12/3,17
いずれも火曜日

駅前行政サー
ビスセンター

12/10㈫ 第一コミセン

司法書士
（成年後見含む）
（予約制1日6人）

12/20㈮ 13時〜16時

あんしん相談
センター

登記
（予約制1日4人）

12/13,1/10
いずれも金曜日

13時〜15時

クレサラ
多重債務
（弁護士）

12/13,1/10いずれ
も金曜日※前日ま
でに要予約

10時〜12時

あんしん相談
センター
☎24・8070

くらし
困りごと

（人権擁護委員・

行政相談委員）

12/5,19
いずれも木曜日

13時〜15時

あんしん相談
センター

12/10㈫
南部行政サー
ビスセンター

12/26㈭
駅前行政サー
ビスセンター

公証人 12/17㈫
13時〜
14時30分

あんしん相談
センター

行政書士
12/2,1/6
いずれも月曜日

13時〜15時

社会保険
労務士

次回は1/24㈮ 13時〜15時

交通事故 次回は1/28㈫ 13時〜15時

とき ところ 問い合わせ

消費生活 月〜金曜日 9時〜17時

あんしん相談
センター

あんしん相談
センター
☎24・8071

DV・性暴力 月〜金曜日 9時〜17時
小松市パープル
ほっとライン
☎24・8178

心配ごと 毎週土曜日

13時30分〜
15時30分

社会福祉
協議会

社会福祉
協議会
☎22・3354

結婚 毎週土曜日

家族会介護 第3金曜日

教育相談
不登校相談
発達相談

全
般

月〜金曜日 9時〜17時
教育研究
センター

教育研究
センター
☎24・8124

第1土曜日
1/4は休み

9時〜12時

発
達

月〜金曜日 9時〜17時
発達支援セン
ターえぶりぃ

発 達 支 援 セ ン
ターえぶりぃ
☎24・8434

教
育

月〜金曜日
9時〜
16時30分

小松みどり
分校

小松みどり分校
☎24・0103

高
校
生

月〜金曜日 9時〜16時
や す ら ぎ 小
松教室（小松
北高校横）

やすらぎ
小松教室
☎23・6669

小松こころの
電話相談

毎日 13時〜17時
小松こころの
電話
☎24・5556

市民相談年間カレンダーを市ホームページに掲載しています。



25 広報こまつ［2019.12］ 24

◎寄せ植え～華やかに新春を迎える～

とき　12月21日㈯14時～

講師　合場加代子（こまつ市民博士）

定員　10人（先着順、事前申し込み）

参加費　2,000円

◎12月の松居直コレクション

　こどものとも25号「はなとあそんで

きた ふみこちゃん」を紹介します。

◎よんでよんで

とき　12月22日㈰10時～16時

◎クリスマスおはなし会

　クリスマスにまつわる絵本や歌、人

形劇などを親子でお楽しみください。

とき　12月22日㈰10時30分～11時30分

ところ　絵本館ホール夢の本棚

対象　3歳以上の子供とその保護者

定員　80人（先着順）

申し込み　12月1日㈰から

◎日曜あさのおはなし会

とき　令和2年1月5日㈰10時30分～10

時50分

◎むかしあそび

　けん玉、こま、お手玉などを大人も

子供も一緒に楽しみましょう。

とき　令和2年1月5日㈰11時～16時

参加費　いずれも無料

カブッキーポイント対象施設：

博物館、本陣記念美術館、 宮本三郎

美術館、埋蔵文化財センター

小馬出町10-3　　　　  ☎23・0033

空とこども絵本館

小馬出町5　　　　   　☎20・3600

宮本三郎美術館

松崎町16-1　　　　　 ☎43・3032

宮本三郎ふるさと館

文化
ガイド

大文字町95-1　　　 　 ☎23・2668

錦窯展示館

八日市町72-3　　　  　☎23・3413

こまつ曳山交流館みよっさ

丸の内公園町19　　　  ☎22・0714

博物館

丸の内公園町19        　  ☎22・3384

本陣記念美術館

原町ト77-8　　　　 　 ☎47・5713

埋蔵文化財センター

丸の内公園町19　　　  ☎24・5311

図書館

■博物館　　　　　☎22・0714
■本陣記念美術館　☎22・3384
■錦窯展示館　　　☎23・2668
■宮本三郎ふるさと館　☎43・3032
■時 9時～17時（入館は16時30分まで）
■休 月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日
の翌日（土・日曜日、祝日は除く）、12
月29日～1月3日

■宮本三郎美術館　☎20・3600
■時 9時～17時（入館は16時30分まで）
■休 12月29日～1月3日

■登窯展示館　☎47・2898
■時 11時～15時（入館は14時30分まで）　
■休 月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の
翌日（土・日曜日、祝日は除く）、12月
29日～1月3日

■図書館　　　☎24・5311
■南部図書館　☎43・1222
■時 10時～18時（12月～2月）、9時～17時

（土・日曜日、祝日）　■休 月曜日（祝日の
場合は翌日）、12月30日～1月3日

■空とこども絵本館　☎23・0033
■時 9時～17時　■休 月曜日（祝日の場
合は翌日）、祝日の翌日、第2・第4木
曜日、12月29日～1月3日

■こまつ曳山交流館みよっさ　
☎23・3413
■時 10時～17時　■休 12月～3月は水曜日

（祝日の場合は翌日）、12月30日～1月1日

■埋蔵文化財センター　☎47・5713
■時 9時～17時（入館は16時30分まで）
■休 水曜日（祝日の場合は翌日）、祝日
の翌日（土・日曜日、祝日は除く）、
12月29日～1月3日

文化施設のご案内
【問い合わせ／開館時間／休館日】

島町ヌ43　　　　　 　☎43・1222

南部図書館

◎企画展「しらべてみよう！むかしの

くらし」

　昔の台所、居間、米作りの様子を再

現。今年は、かるたやメンコなど昔の

遊び体験コーナーもあります。　

とき　12月14日㈯～令和2年3月15日㈰

※12月13日㈮まで休館（展示替え）

◎特別展「ENJOY！日本画～本陣コレ

クション所蔵東山魁夷作品一斉公開

～」

とき　令和2年1月26日㈰まで

◎ギャラリートーク

とき　12月14日㈯11時～、14時～

◎特別展「第5回宮本三郎記念デッサン

大賞展ー明日の表現を拓くー」

とき　12月15日㈰まで

◎学芸員によるギャラリートーク

とき　12月8日㈰11時～

◎企画展「時代を映す絵画」

　作品が描かれた時代の出来事を振り

返ります。民具や写真など、時代を伝

える資料も併せて展示します。

とき　令和2年1月4日㈯～3月8日㈰

※12月16日㈪～令和2年1月3日㈮は休

館（展示替え）

◎企画展「宮本三郎 History」

とき　12月15日㈰まで

◎企画展「美の果実～収集された宮本

三郎～」

　市内外のコレクターによって収集さ

れた宮本三郎作品を紹介します。

とき　令和2年1月4日㈯～3月8日㈰

※12月16日㈪～令和2年1月3日㈮は休

館（展示替え）

◎常設展「歴代德田八十吉名品展」

とき　12月3日㈫～令和2年6月21日㈰

※12月2日㈪まで休館（展示替え）

◎特集コーナー「寒い冬　心あたたま

る本」

　寒い冬に心が和む話や、見ているだ

けでホッとできる本を集めます。

とき　12月1日㈰～29日㈰

◎ミュージックベル・ミニコンサート

　市内の高校生からなるミュージック

ベルクラブ「メロディ」が、すてきな音

色を奏でます。

とき　12月22日㈰14時～

参加費　無料

◎おたのしみクリスマス会

とき　12月22日㈰10時30分～

内容　①クリスマスにぴったりの絵本

の読み聞かせ、②ミュージックベル・

ミニコンサート、③小枝のクリスマス

ツリーをつくろう　※③は幼児～小学

生対象（未就学児は保護者同伴）で、定

員20人（先着順、事前申し込み）

参加費　無料

※図書館・南部図書館共通のお知らせ

◎本の福袋

　図書館のおすすめの本2～3冊が入っ

た福袋を貸し出します。

とき　1月4日㈯9時～　※なくなり次

第終了

ところ　図書館、南部図書館

◎琥珀の勾玉づくり

　きらきらと光るあなただけの勾玉を

作りませんか。

とき　12月14日㈯、15日㈰いずれも10時

～12時、14時～16時（所要時間約120分）

対象　小学生以上（小学4年生以下は保

護者同伴）

定員　各10人（先着順、事前申し込み）

◎期間限定「プチはたおり体験」

　カラフルな糸で、コースターを織ろう。

とき　12月28日㈯まで14時～15時30

分受け付け（所要時間60分）

対象　小学生以上（小学2年生以下は保

護者同伴）

参加費　いずれも無料

▲《東京タワー》1964～65年

▲《花》1967年頃　個人蔵

天神堂飾り展
　市内の旧家が所蔵している天神堂を展示します。小松の古き良き文化を曳

山とともにご覧ください。

問い合わせ　こまつ曳山交流館みよっさ　☎23・3413

開館時間　10時～17時　　

入館料　無料

休館日　12月30日㈪～令和2年1月1日㈬㈷

◆お正月のおもてなし

　縁起物のお茶「大福茶」を振る舞います。

とき　令和2年1月2日㈭～7日㈫

　天神堂は天神様を祀っているミニチュアのお堂です。小松の町では昭和40

年ごろまで、長男が生まれるとその健やかな成長と学問の向上を願い、母親

の実家から贈られる風習がありました。

こまつ曳山交流館みよっさ

期間　12月26日㊍～29日㊐、令和2年1月2日㊍～7日㊋
まつ

こはく

と　き



しみんの広場しみんの広場

●チャーベクラブのカルチャー教室

八日市町家で学びと楽しい仲間づくりを！

■時 フットセラピー12月10日㈫　グラスア

ート17日㈫　花・アレンジメント19日㈭、

20日㈮いずれも14時～15時　■費 500円～

1,500円　■場・問町家大杉　☎22・0979

●ヨガで血流アップ

体の末端まで血流を良くして、スッキリ

感を味わいましょう。お子様づれOKです。

■時 12月11日、18日、25日、1月15日、22日、

29日いずれも水曜11時～12時　■費 800円

■場・問しあわせのいえ　☎47・0309

●ラッキーカラーでリース作り

あなたのラッキーカラーでクリスマスリ

ース作りをしよう　講師：涌波理絵　■時

12月11日㈬14時～　■場 駅前コミュニティ

サロン友　■定 12名（要予約）　■費 2,000円

（材料費込）　問涌波　☎090・2037・8973

●里山食堂in滝ヶ原

里山食堂を楽しもう。　■時 12月14日㈯11

時30分～13時　■場 里山自然学校こまつ滝

ヶ原　■定40人（要予約）　■費700円　問里

山自然学校こまつ滝ヶ原　山下信子　☎

65・2376

●誰でも参加OK！ワンコインヨガ

老いも若きも、子供も大人も大歓迎！初心

者にぴったりの40分　■時 12月7日㈯10時

30分～　■場市民プール2階　■費大人、子供

ともに1人500円　■持ヨガマット又はバス

タオル　問打田　☎090・9440・7201

●【コマニー】ブルーリアン演奏会

コマニーブラスバンド「ブルーリアン」の

第7回演奏会を開催します。　■時 12月7日

㈯13時30分開場、14時開演　■場シルクビ

ート（安宅漁港隣）　■費 無料　問コマニー

株式会社総務部　☎21・1144

●赤とんぼ童謡唱歌の会へのおさそい

懐かしい童謡唱歌、心に残る抒情歌を、

皆で楽しく歌う会です。お好きな曲をリ

クエストするコーナーもあります。　■時

12月10日㈫14時～　■場 第一コミセン　■費     

600円　問山岸　☎080・6364・0823

●スマホ活用カフェ＠松雲堂

LINEPAYの使い方をおしゃべりしながら

楽しく学びましょう。講師：中村氏　■時

12月15日㈰13時～　■場 松雲堂　■定 15名　

■費500円（ドリンクお菓子付）　問502まち

カフェ隊　西川　☎090・3768・7472

●相撲甚句北信越ブロック小松大会

国技大相撲とともに唄い継がれてきた相

撲甚句。一年間の練習の成果を発表しま

す。　■時 12月15日㈰13時30分～16時30分

■場 こまつ曳山交流館みよっさ　■費 無料　

問小松相撲甚句会　髙畠　☎44・4904

●「まちかふぇ・かまくら」で朗読会

をさな子や　文庫に仕舞う　はつ氷（一

茶）声に出す日本語朗読。お勧めの本を持

ち寄り交流を。　■時 12月17日㈫14時～16

時　■場 ・問まちかふぇ・かまくら（今江

町2-434）　加藤　☎090・7082・2984

●健康セミナー

テーマ　来たる心臓病の季節！治療法を

学ぼう！　■時 12月17日㈫19時～　■定 15

名　■持 筆記用具　■費1,000円　■場 ・問駅

前コミュニティサロン友　島田　☎090・

1390・4027

●まちカフェ　かなんぼ読書会

冬紅葉　冬のひかりを　あつめけり（万太

郎）山あいの静かなカフェで読書をしませ

んか。　■時 12月19日㈭10時～11時　■ 費500

円　■場 ・問かなんぼ・かふぇ（観音下町）

橋本信子　☎090・2126・7834

●石川県出身日本画家による二人展

■時 12月18日㈬～22日㈰12時～22時　■場

studioTARO　■費 無料　問アーティスト

集団andante　太田　☎090・2036・4462

最終日はクリスマスコンサート開催（要

問合わせ）

●しあわせのいえ

◎ウィンターパーティ　■時 12月19日㈭10

時～17時（プラネタリウム上映①13時②

14時30分③16時）　■費無料　◎マリオネ

ット人形劇　■時 12月26日㈭16時～17時

■費無料　問しあわせのいえ　☎47・0309

●小松歴活塾

講師：金沢歴活安藤竜先生①昼の部：武士

の暮らし方②夜の部：枕草子とその時代　

■時 12月20日㈮①13時30分～②19時30分～

■費 2,000円（お菓子付）　■場 ・問駅前コミ

ュニティサロン友　☎090・1390・4027

●こまつの杜　理科＆ものづくり教室

理科教室『光ファイバで光のオブジェを

作ろう！』　■時 12月21日㈯9時30分～12

時　■場 こまつの杜2階教室　■対 小学3～6

年生　■定 先着20名　■費 無料　問幸田　

http://www.komatsunomori.jp/

●里山の餅つき体験会

もちつきを楽しもう。　■時 12月21日㈯10

時～13時　■場里山自然学校こまつ滝ヶ原

■対 子供～一般　■定 40人　■費500円　問里

山体験交流塾　山下豊　☎090・5680・

1548

●多肉植物で門松作りに挑戦しよう！

■時 12月28日㈯10時～　■定 5名　■費 2,500円

■場・問しあわせのいえ　☎47・0309

●那谷寺で縁結び

2019年の締めくくりにステキなご縁を結び

ましょう。　■時 12月28日㈯10時～　■対 45歳

までの独身の方　■定 男女各12名　■場 男性

4,000円　女性3,000円　■申 12月15日までに

こまつNPOセンターまで　☎46・6661

●八十山雅子・和代冬展

■時 令和2年2月24日㈪㈷まで※毎週月・火

曜日（月曜日が祝日の時は水曜日）休館　

■場 八十山雅子・和代美術館　■費 200円（高

校生以下無料）　問井上　☎/　43・3458

市民の皆さんによる催しや活動を紹介するコーナーです。

イベント募集や仲間づくりなどにご活用ください。

掲載希望の人は「広報こまつ しみんの広場掲載ガイドライン」を確認の上、掲載月の前月1日
（閉庁の場合は前日）までに広報秘書課に申請書を提出してください（郵送・FAX・Eメール可）。

ガイドライン及び申請書は市ホームページからダウンロードできます。
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『市民ポータルサイト勧進帳』もご利用ください

http://kanjincho.jp/

※しみんの広場は営利・宗教・政治を目的と

しない市内の団体に紙面を提供するもので

文責は各団体にあります。

広報こまつ［2019.12］27

様々な国の言語で奏でるハーモニー

女声合唱団コール・リプル

　1987年に瀬領町と波佐谷町の仲間を中心に結成した女声合唱団「コー

ル・リプル」。リプルとは英語でさざなみや波紋の意味を持ち、合唱の輪

が波紋のように広がってほしいとの願いが込められています。

　現在のメンバーは20人。20～70代の皆さんが、山本国士さん指揮のも

と練習を積み重ねています。リプルが他の合唱団と違うのは、ア・カペ

ラで外国語の曲を歌うことです。クレオール語やブルガリア語など、歌

いたい曲を探しては合唱を楽しんでいます。

　「リプルの魅力は、様々な言語で様々な楽曲を歌えること。そして、何

と言ってもマネージャー手作りの衣装」と話してくれたのは、ソプラノパ

ートリーダーの八木美登里さん。今年開催された「全日本おかあさんコー

ラス大会」では、中部ブロックを勝ち抜き全国大会に出場。そして見事

「ひまわり賞（優秀賞）」を獲得しました。そのときに着用した衣装は、マ

ネージャーの河西隆子さんがネクタイを縫い合わせて一着ずつ手作りし

たものでした。

　毎年3月の老人福祉施設の訪問コンサートや、5年に一度の演奏会など、

皆さんに合唱の魅力を届ける活動も行っています。また、リトアニアへ

の演奏旅行も計画中とのこと。

　全国大会にも出場する実力派の女声合唱団コール・リプルでは、一緒

に活動するメンバーを募集しています。現在のメンバーもリプルに入る

までは合唱をしたことがない人がほとんど。合唱未経験者も経験者も大

歓迎。見学も随時行っています。皆さんもリプルと一緒に合唱を始めま

せんか。

活動日　毎週月曜日20時～22時

活動場所　瀬領保育所または第一地区コミュニティセンター

問い合わせ　河西隆子　☎090・7086・0026

こうた

じょじょうか


